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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 日時　２月４日（火）２月５日（水）１７：３０～１８：３０
場所：メンタルケア病棟４階　メモリアルホール
研修内容：「個人情報について」　
講師：個人情報管理委員会委員長　　大山　栄光

＜ビデオ研修＞
日時：２月６日(木)　１７:３０～１８：３０
場所：メンタルケア病棟４階　メモリアルホール
※参加予定日の３日前には、　各自で出欠予定表の入力をお願いします
・　＜栄養管理室＞

院内閉鎖により、予定していた外出泊をキャンセルする場合には、事前に栄養までお知らせくださいますようお願いします。
　　　※本日、1/28（火）～2/10（月）までに予定されていた外出泊分

患者様の請求食数に関わる内容ですので、確実に連絡を頂きたいと思います。ご協力お願いします。

· インフルエンザが流行していることから面会、外出、外泊を制限いたします。希望の患者様及び、ご家族様へは十分な説明をして行きましょう。

＜リハプロ行事＞

・　2/3（月）節分豆まきが開催されます一部の患者様も集会室へ移動し参加する事となっていますので当日、出勤のスタッフは協力をお願いします。

· ＜皮膚科＞

· 上舘　ユキ様～頭部湿疹の状態変化によりデルモゾールGローションからエルタシン軟膏に変更と

　　　なっています。

＜転入予定患者様＞

・浅水　留五郎様（88）男性　　病名：アルコール依存症、レビー小体型認知症（疑）
主治医：中野Dr、川端Dr

 身体合併症：高血圧症、心不全、ペースメーカー埋め込み術後、大腸ポリープ、右肺癌術後、
右腎癌術後、膀胱癌術後、外陰部白癬症（疑）、爪白癬症

　 入院形態：医療保護入院　病棟：東病棟合併症室　　入院月日：Ｈ26年1月7日（当院1回目）
 認知症の妻と二人暮らし。連続飲酒状態で不潔傾向、介護への拒否・抵抗が強く見られていた。妻に対し夫の断酒の必要性を説明するが理解困難で酒を買い与える状態であった。本人は合併症があり身体管理が必要な状態であるが理解困難で、認知機能の低下・認知症周辺症状が著しい事から、平成26年1月7日当院初診。同日当院1回目の入院となる。1/7入院時より、利尿剤、アルコール解毒の為の点滴療法を行う。尿導留置カテーテルも同時に開始。自己抜去の可能性ある事から、身体拘束開始（16：20）。1/13身体症状は改善し、身体拘束終了（15：30）となる。

現在は、家族の面会や食事をした事を忘れる事やスタッフオフィスに来て「ここのママさんはどこですか？」とお金の支払いを気にし、説明にも理解得られず繰り返す事が目立っている。夜間は中途覚醒あるが、他者の迷惑行為なし。介護への拒否や抵抗もなし。食事は自力。排泄はトイレの場所は分かるが、失敗する事がある。

（身体状況）

○すくみ足、振戦などの疑いがあり、歩行状態の観察必要、現在リハビリ中。転倒歴なし

○幻視、記銘力障害、失見当識障害、判断力の低下があり、介護への抵抗、拒否などの可能性がある。

○息切れ、両下腿浮腫（心不全症状+肺部分切除）注意が必要。

○左足関節内側の皮膚潰瘍：アズノール軟膏+エルタシン軟膏

○外陰部の発赤、ただれ、腫脹、熱感あり：アズノール軟膏+アスタットクリーム（ケルガークリーム）
※　水分制限1000ml/日　牛乳、汁物禁（隠れ飲水がある）
※　起床時の体重測定1回/日　（再び2回/日を検討中）

※　食事は減塩食キザミ塩分５g以下

＊　老齢厚生年金　45万円／2ヶ月　　介護保険　要介護2（本人の拒否が強く、サービス利用歴なし）

○　保護者は次男だが、主援助者は次男嫁。妻は認知症疑いで、本人へ飲酒させないよう伝えても、お酒を買い与える状態であった。妻も介護拒否が強く介護保険は未申請。

○　今後については施設入所を検討。

○　急変時は八戸市民病院か八戸赤十字病院へ

＜患者様連絡事項＞

· 山田　典子様～インフルエンザテストの結果　A型の陽性反応がでましたのでAユニット　111号室

　　　にて隔離対応しています。入室者の制限や、清掃業者の入室制限をして感染の拡大を予防していきましょう。

　　　本日排便マイナス5日目の為、主治医指示にてGE120ml　1本処方して頂き施行しています。

· 山下　ヨシ様・村舘　ミネ様・中村　マス様～山田　典子様インフルエンザ感染に伴い114号室の

患者様にもトイレ使用時以外の退室を制限していますので周知徹底して下さい。

・　田中　米子様～臨時薬は前回と同内容で夕～7日分継続処方となっています。インスリン処置も1/29から2/4まで1週間継続となっています。

· 山内　公博様～臨時薬は前回と同内容で夕～7日分継続処方となっています。

· 橋本　万様～臨時薬のカマは本日の夕のみとし、1/29～は定期薬となります。

· 中村　一雄様～クラビット1/27昼飲みきり止めであったが、本日より1×夕　1週間継続となって
　います。（抜糸まで服用予定）

発熱時の予測指示は終了となっています。

· 坂本　力様～発熱時の予測指示は終了となっています。
　　　　　　　　2/1(土)の退院に向け退院時処方や退院に必要な書類をそろえて行きましょう。

· 梅内　昭夫様～点滴終了に伴い身体拘束も解除となっています。エブリッチは問題なく摂取出来て

　いますが、水分補給のゼリーはむせ込み見られています。

主治医指示にて脈拍が100回/分以上があった際は夜間は当直医へ報告し、点滴の指示を受けるよう指示を受けています。

· 壬生　勝男様～入院形態の変更の為、15：00～保護者様来院予定となっています。

· 駒木　博様～本日より経口栄養食エブリッチを摂取しています。時間を掛け一部介助にて全量摂取

する事が出来ています。今後も誤嚥に注意しながら経口摂取を進めて行きましょう。

· 上村　岩男様～歩行状態の見守りと転倒防止に注意して行きましょう。

　　　　　　　　　本日で排便マイナス3日目ですが、昨日より下剤が増薬となっている為、本日は様子観察とし、明日の午後までに排便なければ浣腸する予定となっています。
・谷内　愛子様～入浴時に左側腹部から腋下にかけて広範囲の内出血を発見し、主治医へ診察して頂き、本日レントゲン検査施行し、骨折所見はなし。経過観察の指示を受けています。

・ユニット移動者
　岩舘　とわ様：C202号室→D209号室

　菅沼　スミ様：D209号室→C202号室

　中村　一雄様：D203号室→C206号室

